






Ⅲ 考案および結語 

 極小未熟児のなかでも,超未熟児には出生直後より呼吸循環管理,生化学的・栄養学的管

理が必要であり,検査のために採血が頻回に行われることは避けられない。本研究では,補

充的輸血が頻回に行われた児について血液学的変化をみたところ,骨髄造血機能の

suppression と示唆する結果がみられ,造血機能の発達が遅れる傾向を認めた。このことは,

輸血の回数を減少するためには,たとえ緊急検査であっても,これらの児には超 micro 化が

理想的であること,また安定した non-invasiveないし,非観血的な検査法(例えば経皮酸素

電極,山内氏の非観血的ビリルビン測定法その他)の導入が必須であることを意味する。ま

た輸血に際しては,walking donor system の確立が理想的であろう。 


